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特集　 「人間の安全保障」とジェンダー再考1

人間の安全保障は、国家の枠を超えて個人

の生存や人権を保障する概念であり、暴力に

曝されがちな女性や女の子1が「恐怖からの自

由」を獲得するために有効なアプローチである。

1994年に発行された『人間開発報告書：人間

の安全保障』は、経済、食糧、健康、環境、個

人、コミュニティ、政治の七つの側面から人間

の安全保障を分析し、伝統的な価値観が優先さ

れるコミュニティでは、女性が不当な扱いを受

けやすいことに言及している。

特定の集団に属することで個人の安全は保障

されるべきところだが、その集団としての価値

観が優先されると、個人の安全が保障されない

ことになる。女性に対する暴力は、その一例だ。

ジェンダー不平等の構造を温存しがちな家庭や

コミュニティでの暴力は黙殺されやすい。そこ

で求められるのが、個人の安全を保障する新た

な空間の創出である。

災害時に発生する女性に対する暴力は、国や

地域を問わず共通点がある。殴る、髪をひっぱ

るなどの身体的暴力、避妊具を用いない性行為

の強要やレイプなどの性暴力だけでなく、公衆

の面前で暴言を吐くといった精神的暴力、被災

後の見舞金や給付金を渡さず困窮に陥れる経済

的暴力、外出を禁じて行動を制限する社会的暴

力など多様であり、幅広い年齢層に及ぶ。避難

はじめに 生活の長期化は、アルコールやギャンブルへの

依存を高め、発災前からあった家族や夫婦間の

問題を顕在化させ、暴力の誘発要因を生みやす

い。男性や男の子も被害者となり得るが、女性

や女の子に対するものが圧倒的に多い。

2015年に発生したネパール大地震は、8,969

人2の命を奪った。その内訳は女性5,026人、男

性3,934人で、他国での災害同様、女性がより

犠牲になっている。本稿では、ネパール大地震

後に設置された「女性の安全スペース」（Female 

Friendly Space、以下FFS）を例に、個人とコ

ミュニティの安全保障について考える。

災害後の支援現場では暴力が発生してから対

処するのではなく、それが起きることを前提に、

女性を危険な状態から保護すること、被害に

遭った女性を救済し、そのニーズに沿って心身

の回復を助けること、暴力を未然に防ぐことが

必須である。緊急対応時からFFSを設けるこ

とが、人道支援の中で標準化されつつある。運

営主体や設置場所により、規模やサービスに違

いがあるが、FFSの目的は、あらゆる年齢層

の女性のために支援情報を提供し、必要に応じ

て保護することである。

ネパールでは、大地震の発災直後から、複数

の女性NGOが避難所の一角にFFSを設けて、
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怪我や体調不良を訴える妊産婦や乳幼児への応

急処置を行った。FFSで、下着や生理用品が

入った「Dignity Kit」（尊厳を守るためのセッ

ト）と呼ばれる女性用品を配布しながら、暴力

が起こりがちであることを注意喚起し、女性た

ちのニーズを把握した。残念ながら暴力に遭っ

てしまった女性たちがやってきたときには心身

を休ませ、「保護の場」として活用した。

女性NGOが国連人口基金や国際NGOから資

金助成を受けるようになると、都市だけでなく

村落部でもFFSの設置が進んだ。人員や備品

の配置、警察や医療機関、行政との連携が効率

よく進むよう、女性・子ども・社会福祉省（当時）

と国連人口基金、国連児童基金や国際NGOを

中心とする調整機構がFFSの設置基準を作り、

各地のNGOはその基準に従った。

FFSの運営にあたったのは、保健師、助産師、

看護師などの医療従事者と、NGOの職員やボ

ランティアである。門や塀はなく、鍵がかけら

れないテントしかない場合など、治安に不安が

ある場合は、警察や医療機関の近くに設置して、

利用者の安全確保に努めた。応急医薬品、家族

計画のための避妊具、保護や休息を求める女性

たちのためのベッド、衣類や食品などの物資、

子どもの遊具、支援情報を載せたチラシや資料、

ポスターなどが備品として提供された。

発災から3か月経過する頃には、相談内容が、

応急処置や物資支給に関する要望から、避難先

での家族や親戚、知人からの暴力、被災者認定

証の発給をめぐる困難、不眠など精神的不安に

関するものへと変化した。これらのニーズに応

えるために、FFSの存在や支援情報を提供す

るために村を回るアウトリーチワーカー、行政

や警察、弁護士などとの連携をはかるケース

ワーカーや心理カウンセラーが配置されていっ

た。経験者が不在の地域では、研修を通じて人

材育成をしながら体制を強化した。

FFSの職員のほとんどは女性だったが、一

部では男性のアウトリーチワーカーも採用さ

れ、男性に対して女性に暴力を振るわないよう

メッセージを伝えると同時に、精神的に負担を

抱えた男性からの相談を受けた。

復興期に入ると、家族や家財を失った人の諸

手続きや、暴力の被害に遭った女性の加害者訴

追、進学、離婚、家族との関係の修復に関する

相談、生計再建につながる研修機会や給付金に

関する情報提供へとニーズが変化していった。

また、相談だけでなく、識字学級や保健教室の

開講要請もあり、FFSの機能に「エンパワメ

ントの場」としての役割が加わった。
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支援のピークであった2015年10月末時点で、

全国計97か所にFFSが設置され、28,000人の

女性たちが利用した。

公共施設がない村では、FFSは女性たちが

気軽に集まることができる唯一の場となった。

村のFFSはテントか波板鉄板で造られた小屋

だが、宿泊、相談、交流といった目的に応じて

使えるよう工夫されている。ダーディン郡の村

のFFSの場合、10歳代から40歳代までの女性

を中心に、一日あたり約20名が、避妊や子宮

脱など健康上の問題、夫の重婚、別居や離婚を

めぐる悩み、職探しの相談にやって来た。

村を回るアウトリーチワーカーが、暴力や人

身売買を未然に防ぐために、女性、男性、思春

期の子どもなど対象別に啓発活動を行う。それ

まで自分が体験したことが暴力だと気づいてお

らず、啓発活動に参加して初めて自分の被害を

認識し、FFSに相談に来ることがある。FFS

で待っているだけでは女性たちのニーズに応え

ることができない。アウトリーチは効果的に

FFSの活動を普及させるために不可欠である。

暴力や人身売買の予防活動は発災前から行わ

れていたが、地震が起きる前は、女性が保護

を求めて宿泊できる場は首都圏にしかなかっ

た。FFSは女性が村でも外泊できる画期的な

場所となった。ネパールの農村社会で、既婚女

性が外泊するには相当の勇気がいる。それでも

FFSで一定期間を過ごし、心身を休めたこと

で、夫との関係を考え直すなど、冷静な判断が

「女性の安全スペース」の利用者2 できたと語る女性もいる。いざという時に保護

を求めたり、相談したりできる場を得られたこ

とは、家族以外に頼るものがなかった多くの女

性にとって大きな変化である。

スシラ・スベディさん（仮名）は、4人の子

をもつ40歳代の女性である。19歳で親が決め

た相手と結婚した。夫は借金をしてガソリンス

タンドや養鶏場を営んでいたが、事業は軌道に

乗らず、アルコールとギャンブル漬けになっ

た。スシラさんが道路工事の日雇い労働や養豚

をして生活費を賄った。しかし、地震で自宅も

養鶏場も壊れ、日本円で百万円ほどの借金だけ

が残った。

夫は結婚当初から不機嫌になると彼女を殴っ

たので、彼女は怪我が絶えなかった。近所の人

には「転んだ」と言ってごまかし、自分は家畜

同然だと思って生きてきた。地震後、夫の暴力

が激しくなり、自殺しようと遠出したり、精神

科を受診して入院したりしたこともあった。次

第に近所の人からも「頭がおかしくなったの？」

と心配されるほど追い詰められていた。

FFSでは、彼女はそれまで他人に言えなかっ

た話を聞いてもらうことができた。夫のそばで

眠ることもできなくなっていたので、FFSで

二晩泊まった。その後、勇気を出して警察に夫

の暴力のことを話した。警察署に呼び出された

夫は驚いた様子だったが、その後、暴力を振る

わなくなった。FFSに通うようになって、暴

力をなくすための歌を作り、仲間の前で唄った

ところ大好評だった。FFSの職員や利用者の

女性たちが気になり、時々自分で育てた野菜を
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差し入れするために、夫との関係が落ち着いて

からもFFSに通っている。

スシラさんの場合、夫の暴力が地震でひどく

なったが、FFSで相談したところ、尊厳の回

復や警察への相談につながり、夫の態度も変化

して状況が好転した。村で既婚女性が外泊する

には相当の決断が必要だが、彼女はFFSで心

身を休めたことで、冷静な判断ができた。

FFSは既存の地縁的コミュニティや家族か

らの逃げ場であり、女性たち個人の保護やエン

パワメントの場である。FFSという新たな空

間で同じような境遇にある仲間と出会うこと

は、地縁とは異なるテーマ・コミュニティや関

心共同圏など新たなコミュニティの形成につな

がる。

2015年末、多くの国際機関がネパールへの

支援を終了もしくは縮小させた。その結果、大

半のFFSは閉鎖されたが、ダーディン郡の女

おわりに

注

1 英語の Girlsに相当する就学年齢未満も含めた「女の子」も
暴力に晒されやすいため、冒頭では「女性と女の子」と併
記する。以下、女性とだけ記す箇所でも女の子は含まれる
ものとする。

2 性別不明を含む。

ダンスを取り入れた心理療法（ダーディン郡のFFSにて）

性NGOは、FFSを拠点とした活動を継続した。

自治体はその役割を評価し、シェルター建設

に予算を配分した。平常時にもFFSの機能を

維持するための公的支出が決まったのである。

FFSの常設シェルターへの移行は「女性の安

全なくしてコミュニティの安全はないことが理

解された」ことを示していると言えよう。

災害復興のスローガンであるBuild Back 

Better（より良い復興）は、耐震工法の導入な

ど工学的な意味での強靭さを求めがちである。

しかし、暴力などの被害に遭った女性の復興は、

個人としての権利の回復から始まる。それを可

能にするのは、従来のコミュニティではなく、

FFSのような新しい空間である。被害者の救

済や加害者の処罰など、従来のコミュニティで

黙殺されてきたことに取り組むには、平常時に

もFFSと同じ機能を果たす場を増やすことが

望まれる。
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